家庭礼拝　201１年2月23日　コリント第Ⅰ　5章
　賛美歌2１8　日暮れて闇は迫り　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌456　わが魂を愛するイエスよ
起
第5章の内容は、今までとはちょっと流れが違ってきます。第４章までパウロが訴えていたのは教会内での分派争いの話でした。そして、その原因が思い高ぶりだと言ってきました。そして、キリストのために、愚か者になりなさい。私に倣うものになりなさいと、訴えました。それが、第5章では、教会内の倫理問題に焦点が移っています。5章の小見出しでは「不道徳な人々との交際」となっていますが、もっとストレートには、「悪いものを除きさりなさい。」と言う小見出しのほうが当たっているかと思います。
　この5章もまた、あなた方は高ぶっているのか、と言う論調がベースになっています。この高ぶっているのか、と言う表現の後ろには、あなた方は自分達のほうが正しいと思っているのか、と言う非難が含まれています。高ぶっていることも、自分を正しいと思うことも結局は、自分の視点からしか見ることの出来ない狭い視野の、自己中心的な考え方にとらわれていると言うことです。パウロは、このあなた方は高ぶっているのか、という言葉の中で、神様がどう見ていらっしゃるのか、イエス様がどう見ていらっしゃるのかを考えなさい。その中で自分たちが何者であるのかを反省しなさいと言う意味を含ませています。私たちは、神様の目を忘れた時、イエスキリストの思いを忘れた時に、思い高ぶってしまいます。自分だけの世界になってしまいます。的外れになってしまい、罪を犯してしまいます。マザーテレサは、祈りには静けさが必要ですと言いました。それは単に静かな環境で祈りなさいと言うことではありません。祈る前に、神様が、静かに自分を見つめていることを思い起こすことが大切だと言うことです。イエス様が、どのような思いで居られるかを振り返ってみることが大切だと言うことです。そのことを行うために、自分の思いを静めることが必要なのです。静かな時間が必要なのです。そして、その静けさの中で、自分の思い高ぶりが、取り去られて、祈るべき祈りが与えられるのだと思います。深い祈りは、深い静けさの中から、イエスキリストのまなざしの中から自然に生まれてくるものだと思います。
承

今回の第5章は、その思い高ぶるなと言う論調の中で、倫理の問題が取り上げられました。その問題とは、あなた方の間に淫らな行いがある、と言うことです。具体的には、ある人が父の妻を我が物としている、と言うことでした。そしてまず、コリントの教会が、そのことを問題視しないで、そのままにしていることを非難したのです。ユダヤ教や、キリスト教が異邦人の間でも人気があった一つの理由は、この高い倫理観だったのです。ユダヤ教やキリスト教はこの点において、厳しくその戒めを守っていました。コリントの教会の人々が、そのような倫理的な問題があるのにもかかわらず、それを問題としない事は、思い高ぶっていることだと言うのです。即ち、あなた達は自分たちが正しいと思っているのかということになります。そして、むしろ悲しんで、こんなことをする者を、自分達の間から除外すべきではなかったのですか、と言っています。コリントの社会には、今までそんな倫理観は無かったはずです。そのような性的な乱れは特に悪いこととは考えていませんでした。ですが、パウロは、キリスト者として、これを厳しく糾弾します。パウロは言いました。3節から５節です。
１コリ 5:3　わたしは体では離れていても霊ではそこにいて、現に居合わせた者のように、そんなことをした者を既に裁いてしまっています。
１コリ 5:4　つまり、わたしたちの主イエスの名により、わたしたちの主イエスの力をもって、あなたがたとわたしの霊が集まり、
１コリ 5:5　このような者を、その肉が滅ぼされるようにサタンに引き渡したのです。それは主の日に彼の霊が救われるためです。
パウロは、既に結論を出していました。裁きを行っていたのです。その肉体が滅ぼされるようにサタンに引き渡したと言うのです。それはその場にあって裁くのではなく、体が遠くにあっても、霊はコリントにいる者のように、そのようなことをした者を既に裁いていると言うのです。その裁きとは単に追放するためだけではなく、サタンによってその肉が滅ぼされても、主の日に霊が救われるためだと言うのです。その裁きとは、主イエスキリストの名によって、イエスキリストの力を持って、私とあなた方の霊が集まってなされたと言っています。
そしてまた言います。あなた方が誇っているのは良くない、というのです。これもまた、思い高ぶってはならないと同じ意味です。6節から8節です。
１コリ 5:6　あなたがたが誇っているのは、よくない。わずかなパン種が練り粉全体を膨らませることを、知らないのですか。
１コリ 5:7　いつも新しい練り粉のままでいられるように、古いパン種をきれいに取り除きなさい。現に、あなたがたはパン種の入っていない者なのです。キリストが、わたしたちの過越の小羊として屠られたからです。
１コリ 5:8　だから、古いパン種や悪意と邪悪のパン種を用いないで、パン種の入っていない、純粋で真実のパンで過越祭を祝おうではありませんか。
ここでは、パン種が悪いものの代表としてたとえられています。わずかなものが全体を悪く変質させてしまうものとして描かれています。新しい練り粉の中に、古いわずかなパン種が混じっていると、その中で、パン種は増殖し、練り粉全体を膨らませると言うたとえで、悪いものが混じっていると、すぐに全体を変質させるから、それを無視しないで、きれいに取り去りなさい、と言っているわけです。これは過ぎ越しのパンに、パン種を入れないことをたとえて、純粋なままでいなさいと言っているわけです。これはイエス様の言った毒麦のたとえと矛盾するような気もします。イエス様は、間違えてよい麦を抜かないように、実がなるまで待ちなさい、と言いました。ここで取り去りなさいと言っているのは、そのような間違いが起こりえないケースのことかもしれません。明らかに悪いものは、取り除きなさいと言っているのかもしれません。
13節では、あなた方の中から悪い者を取り除きなさいと言っているので、このパン種とは、教会内にいる悪いもののことを言っているのだとは思いますが、もうひとつの解釈もできるような気がしています。それはこのパン種とは思い高ぶる心だと言うことです。この思い高ぶる心を徹底的に取り除きなさいとも読むことができると思います。それが徹底せず、少しでも思い高ぶる心が残っていると、いつの間にか、それが全体に膨らみだして、思い高ぶる思いでいっぱいになってしまいます。思いが、高ぶりで膨らんでしまうイメージは、パン種のイメージとぴったりします。そしてパン種を入れないパンが純粋でしっかりと固いままであることが、思い高ぶりのないクリスチャンのイメージとぴったり来ます。この二つの解釈のどちらをも、自分に与えられた、メッセージとして捕らえて行きたいと思っています。
転
異邦人社会の中で、杓子定規に自分達の倫理観だけを振り回していたのでは生きてはいけません。パウロは、そのような裁きが、教会の内側と外側では違うことを教えました。そして、自分たちがする事は、教会の内側のこと、自分たちに任せられたことのみであって、教会の外側のことに関しては、神様が直接裁いてくださることであって、自分たちがさばくことではないと言っています。
パウロの考えは、現実的なところもありました。9節と10節です。
１コリ 5:9　わたしは以前手紙で、みだらな者と交際してはいけないと書きましたが、
１コリ 5:10　その意味は、この世のみだらな者とか強欲な者、また、人の物を奪う者や偶像を礼拝する者たちと一切つきあってはならない、ということではありません。もし、そうだとしたら、あなたがたは世の中から出て行かねばならないでしょう。
こう言いました。キリスト者は世捨て人ではありません。世を捨てるのではなく、むしろ世俗の中に留まり、全ての裁きを神に委ね、誰とでも交際していく必要があったのです。ローマ書12章15節から18節では
ロマ 12:15　喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。
ロマ 12:16　互いに思いを一つにし、高ぶらず、身分の低い人々と交わりなさい。自分を賢い者とうぬぼれてはなりません。
ロマ 12:17　だれに対しても悪に悪を返さず、すべての人の前で善を行うように心がけなさい。
ロマ 12:18　できれば、せめてあなたがたは、すべての人と平和に暮らしなさい。
と言っています。全ての人と平和に暮らすことが、クリスチャンの生き方なのです。ですが、パウロは外側の世界に対してはそうであっても、教会内のことにあってはそうであってはいけないと言います。それはかなり厳しいものです。私たちもこれについていけるのかと戸惑うばかりです。
パウロはこういいました。11節から13節です。
１コリ 5:11　わたしが書いたのは、兄弟と呼ばれる人で、みだらな者、強欲な者、偶像を礼拝する者、人を悪く言う者、酒におぼれる者、人の物を奪う者がいれば、つきあうな、そのような人とは一緒に食事もするな、ということだったのです。
１コリ 5:12　外部の人々を裁くことは、わたしの務めでしょうか。内部の人々をこそ、あなたがたは裁くべきではありませんか。
１コリ 5:13　外部の人々は神がお裁きになります。「あなたがたの中から悪い者を除き去りなさい。」
パウロは外部の人々は神様がお裁きになる。それは私達の務めではない。私達の務めは、問題があった場合、内部の人を裁くことだと言います。内部のものが、悪を行うならばそれを断固たる態度で、取り除きなさいと言っているのです。コリントの教会は甘いと言っているのです。
その悪とは、性的不倫即ち不品行、宗教的罪即ち偶像礼拝、交わりの破壊すなわち人をそしること略奪すること。個人的不道徳即ち、貪欲や酒におぼれること。などです。このような悪が、教会の内部にあるならば、あなたたちはそれを裁き、それを取り除きなさいと言っているのです。場合によってはその人をサタンに引き渡しなさいと言っているのです。この裁きが杓子定規に行われることを望んでいるわけではないでしょうが、コリント教会は、あまりにもこれらの悪に対して、思い高ぶりによって、麻痺していると言いたいわけです。
結

キリスト教には、裁いてはいけない、裁かれないために。と言う戒めがある一方で、教会内の人々に対しては、あなた方は裁きなさい。あなた方の中から悪いものを取り除きなさいと言う教えもあるのです。私たちは、キリスト教は愛と許しの宗教であると言うことに満足して、何をしても許されるのだからと言う気持ちがどこかにあるのかもしれません。そのような中で、あなた方は裁いて、悪を取り除きなさい、と言う厳しい言葉に出会うと、冷水を浴びせられたような気持ちになります。これもまた真実なのでしょう。すべては思い高ぶりからでてくる罪です。神様よりも自分を正しいとする罪です。これを端的に言うと、教会では思い高ぶってはいけない。思い高ぶるものを裁き取り除きなさい。と言うことになるかもしれません。私たちもまた、このように言われるものであってはいけません。やはりキリスト教には主に仕える謙遜が必要です。全ての人々に仕える謙遜が必要です。本当の謙遜が与えられるように祈りたいと思います。
(一分間黙想の後祈り)

天の父なる神様。今日の御言葉を与えられ感謝いたします。私たちの思い高ぶりが、私たちを盲目にし、自分たちが何をやっているのかがわからなくしてしまいます。そして、多くの罪や不品行さえもそれでもいいのだと正当化してしまいます。ですが、パウロはそれは、教会では、クリスチャンの中にあっては裁かれなければならない。取り除かれなければならないと、糾弾します。私たちはこの声に、目を覚まされるような思いがします。人の思い高ぶりが、いかに大きな間違いを犯してしまうのかを思わされます。主よ、どうか、私たちをも思い高ぶることの無い様に導いてください。いつもあなたの目で自分自身を省みることができますように。あなたの思いで、人々に接することができますように。

今週は、久しぶりにコロニーの礼拝に出席しましたが、だんだん人が入れ替わっていることを思わされました。すべては変化していきます。主よ、どうかこの変化を受け入れつつ、あなたのみ前にとどまることができますように。コロニーの上に、御殿場教会の上に、世界中の人々の上に、平和と祝福とがありますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によって、お祈りいたします。
◆不道徳な人々との交際
１コリ 5:1　現に聞くところによると、あなたがたの間にみだらな行いがあり、しかもそれは、異邦人の間にもないほどのみだらな行いで、ある人が父の妻をわがものとしているとのことです。
１コリ 5:2　それにもかかわらず、あなたがたは高ぶっているのか。むしろ悲しんで、こんなことをする者を自分たちの間から除外すべきではなかったのですか。
１コリ 5:3　わたしは体では離れていても霊ではそこにいて、現に居合わせた者のように、そんなことをした者を既に裁いてしまっています。
１コリ 5:4　つまり、わたしたちの主イエスの名により、わたしたちの主イエスの力をもって、あなたがたとわたしの霊が集まり、
１コリ 5:5　このような者を、その肉が滅ぼされるようにサタンに引き渡したのです。それは主の日に彼の霊が救われるためです。
１コリ 5:6　あなたがたが誇っているのは、よくない。わずかなパン種が練り粉全体を膨らませることを、知らないのですか。
１コリ 5:7　いつも新しい練り粉のままでいられるように、古いパン種をきれいに取り除きなさい。現に、あなたがたはパン種の入っていない者なのです。キリストが、わたしたちの過越の小羊として屠られたからです。
１コリ 5:8　だから、古いパン種や悪意と邪悪のパン種を用いないで、パン種の入っていない、純粋で真実のパンで過越祭を祝おうではありませんか。
１コリ 5:9　わたしは以前手紙で、みだらな者と交際してはいけないと書きましたが、
１コリ 5:10　その意味は、この世のみだらな者とか強欲な者、また、人の物を奪う者や偶像を礼拝する者たちと一切つきあってはならない、ということではありません。もし、そうだとしたら、あなたがたは世の中から出て行かねばならないでしょう。
１コリ 5:11　わたしが書いたのは、兄弟と呼ばれる人で、みだらな者、強欲な者、偶像を礼拝する者、人を悪く言う者、酒におぼれる者、人の物を奪う者がいれば、つきあうな、そのような人とは一緒に食事もするな、ということだったのです。
１コリ 5:12　外部の人々を裁くことは、わたしの務めでしょうか。内部の人々をこそ、あなたがたは裁くべきではありませんか。
１コリ 5:13　外部の人々は神がお裁きになります。「あなたがたの中から悪い者を除き去りなさい。」
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